（参考：児童の発達の段階に合わせた防災教育の目標※より抜粋）

発達の段階に応じた防災教育
	ア 自然災害等の現状,原因及び減災等について理解を深め,現在及び将来に直面する災害に対して,的確な思考・判断に基づく適切な意志決定や行動選択ができる。(知識,思考・判断)

イ 地震,台風の発生等に伴う危険を理解・予測し,自らの安全を確保するための行動ができるようにするとともに,日常的な備えができる。（危険予測,主体的な行動）

ウ 自他の生命を尊重し,安全で安心な社会づくりの重要性を認識して,学校,家庭及び地域社会の安全活動に進んで参加・協力し,貢献できる。（社会貢献,支援者の基盤）













○体系的な教材集　発達に応じた目標との対応
	学年
	教科
	教科書の単元名（時期）
	体系的な教材集
	文部科学省「学校防災のための参考資料『生きる力』を育む防災教育の展開（平成25年3月）」
各学年の発達に応じた目標（参考）※

	
	
	
	教材
	ワークシート
	教材・ワークシートの内容
	Ⅰ知識,思考・判断
	Ⅱ危険予測・

主体的な行動
	Ⅲ社会貢献,支援者の基盤
	内容

	1年生
	生活科
	○なつとともだち（6～7月）
	川内川防災教室17～21
（安全に楽しく海・川で遊ぼう）
	はれのひの　せんだいがわと　おおあめのひの　せんだいがわ
	普段の川の様子と洪水時の川の様子の違いを確認する。
海や川で安全に遊ぶための心得を学ぶ。
	ワークシート
	川内川防災教室
	
	Ⅰ知識,思考・判断

・災害に関心をもつことができるようにし,災害時の安全な行動について考えることができるようになる。

Ⅱ危険予測・主体的な行動

・災害により引き起こされる危険を感じ,大人の指示に従うなどして適切な行動がとれるようになる。

Ⅲ社会貢献,支援者の基盤

・災害時には,自分で危険を回避し,大人と連絡ができるようになる。

	
	特別活動等
	・災害時の安全な行動
	川内川防災教室13～15
（自分の身は自分で守る）
	ひなんのときのやくそく
	水害時の避難の心得を知る。
	ワークシート
	川内川防災教室
	川内川防災教室
	

	2年生
	生活科
	○まちはたからばこ（4～6月）
	川内川防災教室6

（かわまちづくりのこと）
	わたしたちのまちのかん板
	さつま町にある水位看板を探し,その意味を知る。
	ワークシート
	
	
	

	
	特別活動等
	・災害時の安全な行動
	川内川防災教室13～15
（自分の身は自分で守る）
	ひなんのときのやくそく
	水害時の避難の心得を知る。
	ワークシート

川内川防災教室
	ワークシート

川内川防災教室
	ワークシート
	

	3年生
	社会科
	○わたしのまちみんなのまち（4～7月）
	ハザードマップ,
川内川防災教室23
（ハザードマップを見てみよう）

川内川防災教室24

（みんなで防災マップを作ろう）
	わたしたちのまちのこう水ひなん地図
	私たちのまちの避難場所をさがす。
	川内川防災教室

ワークシート
	川内川防災教室

ワークシート
	
	Ⅰ知識,思考・判断

災害について基本的な理解ができ,災害を防ぐための工夫について考えることができるようになる。

Ⅱ危険予測・主体的な行動

・災害により引き起こされる危険について関心をもち,自ら危険を回避する方法を考えられるようになる。

Ⅲ社会貢献,支援者の基盤

・災害時には,家族や友達,周囲の人々と協力して危険を回避できるようになる。

	
	総合学習
特別活動等
	・災害時の危険回避の方法
	川内川防災教室13～16

（自分の身は自分で守る）
	さいがいの前ちょうを知ろう
	・自分の身を守る方法を知る。

・災害の前兆を知る。
	川内川防災教室
	川内川防災教室

ワークシート
	川内川防災教室
	

	4年生
	社会科
	○くらしを守る(4～6月)
	ハザードマップ,
川内川防災教室23
（ハザードマップを見てみよう）

川内川防災教室24

（みんなで防災マップを作ろう）
	わたしたちのまちのこう水ひなん地図
	・私たちのまちの避難場所をさがす。
・地域の安全を守るための工夫を知る。
	川内川防災教室

ワークシート
	川内川防災教室

ワークシート
	
	

	
	
	○水はどこから（6～7月）
	川内川流域立体地図
川内川３Ｄ映像
川内川防災教室1～3
（川内川について）

川内川防災教室7（雨と川）
	－
	川内川の３Ｄ映像や立体地図などから流域の概念を知り,川内川流域の地形や流れの特徴をつかむ。
	立体地図

川内川３Ｄ映像
川内川防災教室
	
	
	

	
	総合学習

特別活動等
	・災害時の危険回避の方法
	川内川防災教室13～16

（自分の身は自分で守る）
	さいがいの前ちょうを知ろう
	・自分の身を守る方法を知る。

・災害の前兆を知る。
	川内川防災教室
	川内川防災教室

ワークシート
	川内川防災教室
	

	5年生
	社会科
	○情報化した社会とわたしたちの生活（12～2月）
	川内川防災教室7,8（雨について）

川内川防災教室9～11

（自分の身は自分で守ろう）

川内川防災教室22

（川の情報を集めてみよう）
	－
	災害情報の入手方法等を学ぶ。
	
	川内川防災教室
	
	Ⅰ知識,思考・判断

・地域の災害の特性や防災体制について理解できるようになる。

Ⅱ危険予測・主体的な行動

・災害により引き起こされる危険を予測し,災害時には,自ら危険を回避する行動ができるようになる。

Ⅲ社会貢献,支援者の基盤

・災害時には,家族や友達,周囲の人々の安全にも配慮し,他の人の役に立つ行動ができるようになる。

	
	
	○自然災害を防ぐ（3月）
	学習プログラムを使用する。
	○
	○
	○
	

	
	理科
	○台風と天気の変化（9～10月）
	学習プログラムを使用する。
	○
	○
	
	

	
	
	○流れる水のはたらき（10～11月）
	学習プログラムを使用する。
	○
	○
	
	

	
	家庭科
	○かたづけよう身の回り（6～7月）
	－
	梅雨・台風が来る前に・・・
	台風の前の備えを知る。
	
	ワークシート
	ワークシート
	

	
	総合学習

特別活動等
	・災害時の危険予測・回避方法
	－
	知っておこう！災害時の心がまえ
	災害時の思わぬ危険と,避難のポイントを知る。
	ワークシート
	ワークシート
	ワークシート
	

	6年生
	理科
	○大地のつくりと変化（9～10月）
	川内川流域立体地図
川内川３Ｄ映像
川内川防災教室1～3
（川内川について）
	－
	川内川の３Ｄ映像や立体地図などから,川内川流域の地形とその成り立ちをつかむ。
	立体地図

川内川３Ｄ映像

川内川防災教室
	
	
	

	
	家庭科
	○暑い季節を快適に（6～7月）
	－
	夏の避難所生活で注意すること
	夏の避難所生活での心得を知る。
	ワークシート
	ワークシート
	
	

	
	
	○考えようこれからの生活（1～3月）
	Ｈ18洪水の体験談
	－
	避難時の様子から,生活の上で準備しておくことを考える。
	Ｈ18洪水の
体験談
	Ｈ18洪水の
体験談
	
	

	
	総合学習

特別活動等
	・災害時の危険予測・回避方法
	－
	知っておこう！災害時の心がまえ
	災害時の思わぬ危険と,避難のポイントを知る。
	ワークシート
	ワークシート
	ワークシート
	

	
	
	・防災学習のふりかえり
	－
	自然災害に備えてわたしたちにできること
	水害等の災害に備えて,自らできることをおさらいする。
	ワークシート
	ワークシート
	ワークシート
	


※教材の体系化にあたっては,文部科学省「学校防災のための参考資料『生きる力』を育む防災教育の展開（平成25年3月）」において設定されている児童の発達の段階に合わせた防災教育の目標を参考とした。
ウ　社会貢献、支援者の基盤


・地域の防災や災害時の助け合いの重要性を理解し、主体的に活動に参加する。





高等学校段階における防災教育の目標


安全で安心な社会づくりへの参画を意識し、地域の防災活動や災害時の支援活動において、適切な役割を自ら判断し行動できる生徒





ウ　社会貢献、支援者の基盤


・事前の備えや災害時の支援について考え、積極的に地域防災や災害時の支援活動に取り組む。





イ　危険予測・主体的な行動


・日常生活において発生する可能性のある様々な危険を予測し、回避するとともに災害時には地域や社会全体の安全について考え行動することができる。





ア　知識、思考・判断


・世界や日本の主な災害の歴史や原因を理解するとともに、災害時に必要な物資や支援について考え、日常生活や災害時に適切な行動をとるための判断に生かすことができる。





イ　危険予測・主体的な行動


・日常生活において知識を基に正しく判断し、主体的に安全な行動をとることができる。


・被害の軽減、災害後の生活を考え備えることができる。


・災害時には危険を予測し、率先して避難行動をとることができる。





ア　知識、思考・判断


・災害発生のメカニズムの基礎や諸地域の災害例から危険を理解するとともに、備えの必要性や情報の活用について考え、安全な行動をとるための判断に生かすことができる。





中学校段階における防災教育の目標


日常の備えや的確な判断のもと主体的に行動するとともに、地域の防災活動や災害時の助け合いの大切さを理解し、すすんで活動できる生徒





ウ　社会貢献、支援者の基盤


・自他の生命を尊重し、災害時及び発生後に、他の人や集団、地域の安全に役立つことができる。





イ　危険予測・主体的な行動


・災害時における危険を認識し日常


的な訓練等を生かして、自らの安全


を確保することができる。





ア　知識、思考・判断


・地域で起こりやすい災害や地域における過去の災害について理解し、安全な行動をとるための判断に生かすことができる。


・被害を軽減したり、災害後に役立つものについて理解する。





小学校段階における防災教育の目標


日常生活の様々な場面で発生する災害の危険を理解し、安全な行動ができるようにするとともに、他の人々の安全にも気配りできる児童





ウ　社会貢献、支援者の基盤


・高齢者や地域の人と関わり、自分のできることをする。


・友達と協力して活動に取り組む。





イ　危険予測・主体的な行動


・安全・危険な場や危険を回避する行動の仕方が分かり、素早く安全に行動する。


・危険な状況を見付けた時、身近な大人にすぐ知らせる。





ア　知識、思考・判断


・教師の話や指示を注意して聞き理解する。


・日常の園生活や災害発生時の安全な行動の仕方が分かる。


・きまりの大切さが分かる。





幼稚園段階における防災教育の目標


安全に生活し、緊急時に教職員や保護者の指示に従い、落ち着いて素早く行動できる幼児











障害のある児童生徒等については、上記のほか、障害の状態、発達の段階、特性及び地域の実態等に応じて、危険な場所や状況を予測・回避したり、必要な場合には援助を求めることができるようにする。








※文部科学省「学校防災のための参考資料『生きる力』を育む防災教育の展開（平成25年3月）」において設定されている発達段階に応じた防災教育の目標








